上。生い茂った木に邪魔され、しかたなく逆もどり。ほかの道を探すことにした。一
い12へ
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怪力ベアの鋭い爪が襲いかかり、ぽくの〓をかすめた(HPマイナス1)。
今度はこっちの攻撃。ぼくとポーラの攻撃の前に、怪力ベアは、たまらずダウンした。
〓Aにチェックして………60
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「さて、と。これからのことを相談しよう。まず、無口を治す本のことだけど……」
ぼくらは、村の入り口にある草むらに座り、休憩をとりながら話し合いをはじめた。
と-。唐突に、受信専用電話が鳴り響く。相手は、なんと、あのアップルキッドだった。
「あ、ネスだね。ボクは今、ウィンターズのアンドーナッツ博士のところにいるんだ。共同
でね、こけし消しマシ……わっ!誰だ、おまえは〓」
「どうした?アップルキッド〓」
思わず叫んだが、電話は無情にも切れてしまった。いったいどうしたんだろう……と、思
う間もなく、再び電話がー
「あ、ネスさん?ぼくは、アップルキッドの友人のオレンジキッドです。こんにちは!

